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「フォーサイト起点 + 伴走型」コンサ
ルティングは、未来志向のアプローチと
地道な現状課題の改善というアプロー
チが、一見、二律背反しているように感
じる方も多いのではないだろうか？
従来型のコンサルティング案件で

は、まずクライアントあるいは顧客（ク
ライアントの顧客）の現状課題の抽
出と、それらに基づくあるべき姿の策
定後に、競合他社の動向分析やクラ
イアントの経営方針などを十分に考慮
した上で変革施策リストの作成と優先
順位付けをし、最後にアクションプラ
ンを策定するという流れであった。
この進め方は現在でも一般的であ
るが、環境変化が比較的緩やかで、
クライアント企業から見た顧客のス
コープと定義は当面変わらず、競争
相手は同一業界内の既存の競合他社
であり、既存事業を劇的に変える必
要がないという前提に基づいたアプ
ローチである。しかしながら、環境
変化が極めて速く、変革目標やゴー
ルが不確実で何が正解なのか分から
ないような昨今の状況では、クライ

アントがコンサルタントに求める
ニーズも明らかに変化してきている。
「フォーサイト起点」とは不確実な
状況においてもクライアントのパー
パス、ミッション、バリュー、既存
事業の強み、クライアントの顧客の
本質的な課題を紐解き、テクノロ
ジーの変化などを考慮して将来のあ
るべき姿を策定し、そこからのバッ
クキャスティングによって今実施す
べきアクションを決定していくアプ
ローチである。クライアントの既存
事業の強みを理解しないまま、既存
の強みとは遠い領域で PoCを繰り
返し事業変革を構想しても、クライ
アントが持つ独自の強みを活かすこ
とが難しく、その領域での既存プ
レーヤーに勝つのは困難というのが
一般論である。
「 伴走型コンサル」とは Trans- 
formation（変革）にフォーカスし、
クライアントの事業成果が出るまで伴
走支援することを目指している。これ
はコンサルティング案件でよくある、
「提言して終わり」「手段であるテクノ
ロジーの導入プランを描いて終わり」
がゴールではなく、クライアントが変革
によって事業で成果が出るまで持続的

にサポートすることを意味する。また
当社と関係のあるコロンビア大学ビジ
ネススクールのデビッド・ロジャース教
授も“DX is NOT a project with a 
start & end date. It's a continuous 
journey.”（訳：DXは期間を定めた
プロジェクトではない。それは継続的
に実施していくものである）と指摘し
ている。つまりデジタル変革とは一過
性のプロジェクトではなく、顧客の課
題や市場の変化に対応し継続的に変
革を実践する活動そのものである。
クライアントの変革対応のリソース
をコンサルタントが代行しながら支援
し、クライアント側の立場で共に試行
錯誤しながら成果が見えるまで支援す
ることが、特にデジタル変革プロジェ
クトのニーズとして高くなっている。

これらクライアントの変革ニーズ
へ応えるため、当社では世界で先進
的なデジタル変革の研究・調査を進
める欧米ビジネススクールのトップ
校の教授や調査・研究機関の研究者
と連携し、日本企業のデジタル変革
推進を支援すべく、NTT DATA DX 

ＮＴＴデータグループのコンサルティング専任会社として 1991 年にスタートして以来、30 年以上にわたり活動してき
たＮＴＴデータ経営研究所。テクノロジーの変化が環境を急速に変える中、2023 年に新ビジョン“Lighting the way to 
a brighter society.” を打ち出した。このビジョンのもと、コンサルタントが専門性をもとにクライアントへ価値提供する
「フォーサイト起点」と「伴走型」のコンサルティング概要と関連する４つのコンサルティングサービスについて紹介する。

1“Lighting the way to a brighter society.” 

“フォーサイト起点 + 伴走型” コンサルの
実現へ向けて

「フォーサイト起点」と「伴走型」
コンサルティングのアプローチ

日本企業のデジタル変革を支援する
NTT DATA DX Institute
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Institute（以下、NTT DATA DXI）
を 2023年 4月に設立※し、活動し
ている。（図 1）

NTT DATA DXIは、特に既存事
業で強みを持つ日本企業のクライア
ントが世界のデジタル変革の有識者
との議論を通して、エコシステムの
中での適切な戦略、顧客価値の提供
方法の変化、組織論、欧米の伝統的
企業のデジタル変革の成功／失敗事
例、必要とされるリーダーシップ論
などを見極めることで、クライアン
トのデジタル変革の促進に貢献して
いくことを目指している。NTT 
DATA DXIは、2023年度の実施結
果をもとにさらに高度化し、2024
年度も継続していく予定である。

コンサルティング会社として世界
の先進事例を自ら学びつつも、クラ
イアントのフォーサイトを描き伴走
型コンサルティングでの支援を実現
するには、クライアントから評価を

※関連記事：https://www.nttdata.com/global/
ja/news/topics/2023/120501/

なソーシャル・デジタル戦略ユニッ
トの「Human Experienceのアプロー
チ」、そして、どの変革プロジェクト
でも最終的には重要テーマとなる組
織・人材変革コンサルティング室の
「組織・人材マネジメント」について、
各領域の専門性を持ったコンサルタ
ントが順を追って紹介する。
最後に環境変化やクライアント
ニーズの先取りと迅速な対応、およ
びコンサルタント育成による組織力
の強化をさらに推進し、クライアン
トから見て価値のある組織になりた
いとの想いから、2023年 11月に新
ビジョンとして“Lighting the way to 
a brighter society.”を策定した。
専門性やバックグラウンドの異なる

コンサルタントが集まっているＮＴＴ
データグループの戦略コンサルティン
グ専任会社だからこそ、共通のビジョ
ンの元で一体となり、“フォーサイト
起点 + 伴走型”コンサルティングに
より世の中に新しい価値を提供し、 
調和のとれた豊かで明るい社会の実
現に貢献していきたいと考えている。

頂きながら難易度の高いプロジェク
トに対応できるコンサルタントを採
用し、育成していく必要がある。
当社では、従来からの強みである
中央省庁への政策提言やコンソーシ
アムの運営、課題先進国である日本
が持つ地方創生、テクノロジーを活
用した生活者の利便性向上に向けた
実証実験といったコンサルティング
案件を数多く実施している。これら
に加えて近年は特に、環境問題、エ
ネルギー、地域、ヘルスケア、企業
変革などの領域でのプロジェクト案
件が多く、企業や省庁単独のプロジェ
クトに加え、複数組織を横断した社
会課題全体に対応する専門的なコン
サルティングが求められている。
今回の寄稿では、最新のクライア
ントニーズや市場の変化に対応した
コンサルティングサービスについて
紹介する。具体的には 2023年度に
ライフ・バリュー・クリエーション・
ユニットが立ち上げた「こどもチー
ム」、クライアント企業の成長領域で
重要となるビジネス・トランスフォー
メーション・ユニットの「技術戦略
マネジメント」、クライアントの先に
いる最終顧客の真の課題解決に必要
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図１　NTT DATA DXI の全体像

サービス展開と新ビジョン：
クライアントニーズへの対応と
組織力強化の推進


